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６５歳以上の高齢者の６人に１人がかかるとされる認知症。 
高齢化で増加が予測され、誰もが認知症と無縁ではいられない時代に突入している。 
国は認知症施策の柱を「予防」と「共生」としたが、コロナ禍が長引き前に進まない。 
特に難しいのが「共生」＝「地域で支えあい生きること」。 
認知症当事者が「折り合い」をつけながら暮らす姿を通じて共生社会を考えていく。 
認知症を自分らしく生きていける社会とは……医療者や当事者が語り合う。

放送日時：2022年2月12日(土) 午後2時～午後2時59分
タイトル：TVシンポジウム 認知症 地域で折り合う (NHK Eテレ)
見逃し配信はこちら　 https://plus.nhk.jp/　※ご視聴にはNHKプラスの登録が必要です 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※NHKプラスで「TVシンポジウム」と検索ください。放送後から配信される予定です。　　　　　

【出演者】 
　繁田 雅弘さん(東京慈恵会医科大学附属病院 精神神経科 診療部長/同大学精神医学講座 教授) 
　堀田 聰子さん(慶應義塾大学大学院 教授/認知症未来共創ハブ 代表) 
　望月 省吾さん(日本認知症本人ワーキンググループ所属/かながわオレンジ大使) 
　町永 俊雄さん(コーディネーター/福祉ジャーナリスト)・湯浅 真由美さん(語り)

※この番組は2021年12月5日(日)に開催した「オンライン
フォーラム認知症新時代いきいきと暮らすために」を編集
したものです。 
 主催：NHK厚生文化事業団　NHKエンタープライズ 
 後援：NHK横浜放送局　厚生労働省　 
　　　 認知症の人と家族の会　　　 
 協賛：エーザイ株式会社


